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物価高の中でも、成長に必要な栄養と給食の質を守る

状況を把握

物価高でも栄養と給食の質を守
る必要

→
質問する

栄養・食材費・給食の質・アレ
ルギーを確認

→
市の答え

食材費を確保し、質を維持する
と回答

→
次を確認

栄養・質・アレルギー対応の実
績を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

県内給食のエネルギーが国基準を下回る
との報道と物価高騰を踏まえ、栄養と給
食の質を守る必要があります。

質問

日田市の栄養状況、献立作成の優先順位、
物価高騰下の食材費、給食の質、アレル
ギー対応を質問しました。

市の答え

摂取基準から大きく乖離しない献立を作
り、食材費予算を増額して質を維持し、
アレルギー対応食を準備すると答えまし
た。

最重要の到達点 給食費の無償化を続けながら、必要な栄養・質と安全なアレルギー対応を確保すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

栄養の考え方 食品成分表改定で同じ献立でもエネルギー表示が低くなる場合がある

市の方針 学校給食摂取基準から大きく乖離しない献立と食材費を確保

地産地消 有機野菜導入に向け、生産者とのネットワークづくりを推進

今後の確認 栄養と質、食材費、卵・乳のアレルギー対応食の実績を確認

議事にある具体事項 学校給食摂取基準を弾力的に運用／物価高騰分を見込み食材費予算を増額／市は「給食の質が落ちていることは一切ない」
と答弁

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年3月定例会／日田市「学校給食アレルギー対応食」「学校給食費の無償化」等（2026年
9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

対応食の提供を開始 令和8年1月から、学校給食で食物アレルギー対応食の提供を開始しました。準備段階
から実施段階へ進みました。

対象は卵と乳 まず卵と乳を対象とし、一般献立から原因食物を除いた除去食を、安全管理の下で提
供しています。

食材費基準を見直し 物価高騰に対応し、令和8年度から給食費の基準額を小学生月額5,700円、中学生月
額6,400円へ改定しました。

無償化を継続 基準額を見直して食材費を確保しながら、保護者負担については学校給食費の無償化
を継続しています。

出典：日田市議会 令和7年3月定例会／日田市「学校給食アレルギー対応食」「学校給食費の無償化」等（2026年9月確認）


